
障
害
児

学
童
疎
開

資
料
集

資
料
集

障
害
児

学
童
疎
開

資
料
集

戦
時
下
、激
化
す
る
空
襲
と
食
糧
不
足
の
な
か
で
、

肢
体
不
自
由
児
は
、視
覚
障
害
児
は
、

聴
覚
障
害
児
は
、

そ
し
て
そ
の
家
族
や
教
育
者
た
ち
は
、

ど
の
よ
う
な
生
活
を
強
い
ら
れ
、生
き
抜
い
た
か
。

強
壮
な
兵
士
に
な
る
こ
と
だ
け
が

子
ど
も
た
ち
に
望
ま
れ
た
時
代
の

障
害
児
た
ち
の

貴
重
な
生
活
記
録
！
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戦
争
の
激
化
に
伴
い
、地
上
戦
が
予
測
さ
れ
る
地
域
や
空
襲
の
対
象
に
な
る
都
会
か
ら
学
齢
児
童

を「
避
難
」さ
せ
る「
学
童
疎
開
」は
、一
九
四
四
年
か
ら
本
格
化
す
る
。

兵
士
の
供
出
と
と
も
に
家
族
を
引
き
裂
く
学
童
疎
開
は
、次
世
代
の
兵
士
で
あ
る
子
ど
も
を
生
き

延
び
さ
せ
る「
戦
闘
配
備
」と
称
さ
れ
、同
時
に
空
襲
対
策
の「
防
空
活
動
」に
足
手
ま
と
い
に
な
る

幼
少
年
を
強
制
的
に
退
去
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

東
京
、大
阪
な
ど
都
市
部
の
学
童
た
ち
の
集
団
疎
開
や
縁
故
疎
開
が
進
む
な
か
、し
か
し
、肢
体
不

自
由
児
や
視
覚
障
害
児
、聴
覚
障
害
児
の
疎
開
は「
国
の
役
に
立
た
な
い
者
を
助
け
る
必
要
は
な

い
」と
最
後
の
最
後
ま
で
後
回
し
に
さ
れ
、疎
開
後
、戦
争
が
終
わ
っ
た
の
ち
も
、も
っ
と
も
遅
い
帰

郷
と
な
っ
た
。

疎
開
先
か
ら
発
せ
ら
れ
た
肢
体
不
自
由
児
学
校
・
東
京
都
光
明
国
民
学
校
の「
通
信
」に
は
、卒
業

生
か
ら
兵
役
に
就
く
も
の
が
出
た
際
に
、自
分
た
ち
の
学
校
か
ら
皇
国
の
兵
士
が
現
れ
た
と
喜
ぶ

声
が
載
り
、ま
た
故
郷
の
家
族
を
心
配
さ
せ
ま
い
と
元
気
に
ふ
る
ま
う
子
ど
も
た
ち
の
様
子
が
描

か
れ
る
。

学
童
疎
開
と
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
。障
害
の
あ
る
子
ど
も
は
戦
争
の
時
代
を
ど
う
生
き
た
の
か
。

子
ど
も
た
ち
の
手
記
を
中
心
に
、学
校
の
教
務
日
誌
・
通
信
な
ど
貴
重
資
料
を
収
集
し
、復
刻
す
る
。

全4巻



戦
時
中
、
障
害
児
や
そ
の
親
御
さ
ん
た
ち
は
ど
ん
な
思
い
で
過
ご
し
た
の

だ
ろ
う
か
。

米
軍
に
よ
る
空
襲
が
激
し
く
な
っ
て
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
は
家
族
で
農
村

部
に
、
あ
る
い
は
学
校
単
位
で
集
団
疎
開
し
た
。
し
か
し
、
手
が
か
か
り
、
戦

力
と
し
て
期
待
で
き
な
い
障
害
児
は
疎
開
計
画
に
も
入
れ
ら
れ
ず
、
都
会
に

取
り
残
さ
れ
た
。

肢
体
不
自
由
児
の
学
ぶ
都
立
光
明
国
民
学
校
は
、
取
り
残
さ
れ
て
、
世
田

谷
の
校
舎
に
寝
泊
ま
り
し
、
校
庭
に
防
空
壕
を
掘
っ
て
空
襲
の
時
は
教
員
が

子
ど
も
を
抱
え
て
逃
げ
た
。

空
襲
が
激
し
く
な
り
、
こ
こ
も
安
全
で
は
な
い
と
校
長
が
疎
開
地
を
探
し
、

一
九
四
五
年
五
月
、
長
野
県
上
山
田
温
泉
に
疎
開
し
た
。
東
京
の
校
舎
は
焼
け
、

帰
れ
な
い
ま
ま
四
年
間
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。

東
京
に
残
っ
た
家
族
も
家
を
焼
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
親
元
に
毎
月

わ
ら
半
紙
の
手
紙
が
届
い
た
。﹁
学
寮
通
信
﹂
と
名
付
け
ら
れ
た
一
枚
の
手
紙
に

親
は
ど
れ
だ
け
安
心
し
た
だ
ろ
う
か
。
こ
の
通
信
は
校
舎
が
再
建
さ
れ
て
東

京
に
復
帰
す
る
ま
で
四
年
間
発
行
さ
れ
続
け
た
。

盲
学
校
、
聾
学
校
も
そ
れ
に
近
い
不
自
由
な
生
活
を
送
っ
た
。
教
職
員
も

疎
開
受
け
入
れ
側
も
障
害
児
を
守
る
た
め
に
努
力
し
た
。

障
害
児
と
教
職
員
、
家
族
と
受
け
入
れ
施
設
そ
れ
ぞ
れ
の
努
力
を
記
録
し

て
お
き
た
い
、
そ
ん
な
思
い
で
こ
の
資
料
集
は
作
ら
れ
た
。

学
校
統
廃
合
の
中
で
貴
重
な
戦
中
戦
後
の
記
録
は
失
わ
れ
、
疎
開
経
験
の

障
害
者
は
高
齢
化
し
て
い
く
。

こ
の
仕
事
は
今
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
い
う
願
い
を
込
め
て
障
害
児
の

疎
開
体
験
、
戦
中
戦
後
の
学
校
教
育
の
資
料
を
求
め
て
わ
れ
わ
れ
は
長
年
動

き
回
っ
た
。

ふ
た
た
び
障
害
児
が
戦
争
に
よ
っ
て
当
た
り
前
の
学
び
、
生
活
す
る
こ
と
が

奪
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
そ
う
い
う
思
い
を
込
め
て
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
作
っ
た
。

編
者
代
表　

松
本
昌
介

刊行にあたって内容見本

関
連
年
表

年

月

事
項

１
９
３
８

４
「
国
家
総
動
員
法
」

１
９
４
１

４
「
国
民
学
校
令
」
施
行

12
「
防
空
法
施
行
令
」

１
９
４
２

４
米
空
軍
に
よ
る
日
本
本
土
初
空
襲

１
９
４
３

２
日
本
軍
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退

５
ア
ッ
ツ
島
守
備
隊
全
滅

10
次
官
会
議
で
任
意
の「
人
口
疎
開
」を
誘
導

12
「
都
市
疎
開
実
施
要
項
」で
疎
開
を
勧
奨

１
９
４
４

３
「
京
浜
地
域
人
員
疎
開
の
措
置
要
領
」で
防
空
体
制
強
化

４
東
京
都
の
養
護
学
園
、
夏
季
施
設
が
疎
開
学
園
に
順
次
移

行
、
東
京
都
内
の
盲
学
校
、
聾
学
校
、
授
業
停
止

５
東
京
都
立
聾
学
校
、
東
京
都
立
聾
啞
学
校
、
疎
開
学
園
開

設
６
閣
議
決
定
「
学
童
疎
開
ノ
促
進
ニ
関
ス
ル
件
」
で
縁
故
疎

開
・
集
団
疎
開
を
推
進

７
サ
イ
パ
ン
島
守
備
隊
全
滅

７
「
沖
縄
県
学
童
集
団
疎
開
準
備
要
項
」

８
沖
縄
の
学
童
疎
開
船
・
対
馬
丸
が
撃
沈
さ
れ
る
。
犠
牲
者

１
４
０
０
人
以
上

８
光
明
国
民
学
校
の
児
童
、
麻
布
分
教
場
を
閉
鎖
し
、
世
田

谷
の
本
校
に
移
動
し
、
59
名
が
泊
ま
り
込
む（「
現
地
疎
開
」

と
呼
ば
れ
る
）

８
藤
倉
学
園（
大
島
）、
山
梨
県
清
里
へ
疎
開

９
東
京
都
、
集
団
疎
開
児
童
の
輸
送
完
了

９
官
立
東
京
盲
学
校
、官
立
東
京
聾
啞
学
校
が
集
団
疎
開

10
大
阪
、
横
浜
、
名
古
屋
、
集
団
疎
開
児
童
の
輸
送
完
了

１
９
４
５

３
硫
黄
島
守
備
隊
全
滅

３
10
日
、
東
京
大
空
襲

４
日
本
聾
話
学
校
、
長
野
県
滋
野
村
へ
集
団
疎
開

５

15
日
、
東
京
都
光
明
国
民
学
校
児
童
、
長
野
県
上
山
田
温

泉
へ
集
団
疎
開

4～５
官
立
東
京
聾
啞
学
校
、
光
明
国
民
学
校
世
田
谷
本
校
及
び

麻
布
分
教
場
、
空
襲
で
焼
け
る

６
沖
縄
守
備
隊
全
滅
。
沖
縄
戦
の
終
結

８
敗
戦

１
９
４
６

３
ほ
と
ん
ど
の
国
民
学
校
児
童
、
学
童
集
団
疎
開
か
ら
帰
京

１
９
４
９

5
光
明
小
中
学
校
、
疎
開
か
ら
帰
京

光明学校「仰光通信」1944年12月

日
本
聾
話
学
校
、疎
開
時
代
の「
学
園
日
誌
」1
9
4
5
年
5
月

光明学校「学寮通信」第9号　1946年4月
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　推薦します

二
〇
〇
五
年
こ
ろ
、
松
本
昌
介
さ
ん
の
ご
自
宅
を
訪
ね
、『
仰
光
通

信
』や『
学
寮
通
信
』『
ク
ラ
ス
の
友
』な
ど
、
光
明
学
校
の
疎
開
中

や
戦
後
の
史
料
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
、
農
村
と

都
市
の
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
『
民
衆
の
教
育
経
験
』（
青
木
書
店
）
を
発

刊
し
た
私
は
、
そ
の
後
、
植
民
地
の
子
ど
も
や
在
日
朝
鮮
人
の
子
ど
も
、

肢
体
不
自
由
児
な
ど
に
視
野
を
ひ
ろ
げ
、
戦
時
下
の
統
合
に
つ
い
て
さ
ら

に
深
く
検
討
す
る
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
た
。
肢
体
不
自
由
な
子
ど
も
た

ち
は
戦
時
下
と
戦
後
を
ど
う
生
き
た
の
か
、
松
本
さ
ん
の
お
宅
で
拝
見
す

る
史
料
の
な
か
に
、
私
は
子
ど
も
た
ち
の
足
跡
を
追
っ
た
。

今
で
も
印
象
深
く
覚
え
て
い
る
こ
と
は
、
独
力
で
実
施
し
た
光
明
学
校

の
学
童
集
団
疎
開
は
大
き
な
困
難
を
か
か
え
た
が
、
国
民
学
校
の
学
童
集

団
疎
開
時
に
お
け
る
子
ど
も
の
日
記
に
は
戦
意
高
揚
の
文
章
が
多
く
み

ら
れ
た
の
と
く
ら
べ
る
と
、
光
明
学
校
の
子
ど
も
の
集
団
疎
開
時
の
日
記

に
は
そ
の
よ
う
な
言
葉
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
冷
静
な
記
録
と
い
う
印
象
が

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
私
は
そ
こ
に
、
光
明
学
校
は
東
京
で「
生
活
科
」や

「
適
性
」の
時
間
な
ど
に
よ
り
、
将
来
の
自
立
を
め
ざ
す
教
育
を
進
め
て
お

り
、
そ
の
こ
と
が
戦
時
下
の
子
ど
も
の
意
識
に
反
映
し
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、「
子
ど
も
た
ち
の
戦
争
、
子
ど
も
た
ち
の
戦
後
」（『
岩
波
講
座
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
戦
争
』第
６
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）を
ま
と
め
た
。

本
資
料
集
か
ら
は
、
学
童
疎
開
時
に
お
け
る
肢
体
不
自
由
な
子
ど
も
た

ち
の
生
活
や
意
識
を
鮮
明
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
戦
争
が
子

ど
も
た
ち
を
ど
う
統
合
し
た
の
か
（
し
な
か
っ
た
の
か
）
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
ぜ
ひ
推
薦
し
た
い
。�

（
お
お
か
ど
・
ま
さ
か
つ
）

『
障
害
児
学
童
疎
開
資
料
集
』
が
復
刻
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
、

光
明
学
校
の
学
童
た
ち
が
疎
開
先
か
ら
親
元
へ
毎
月
送

り
続
け
た
『
学
寮
通
信
』
と
い
う
疎
開
生
活
の
記
録
、『
仰
光
通
信
』
と

い
う
卒
業
生
向
け
の
通
信
が
は
い
っ
て
い
る
。
疎
開
中
に
卒
業
し
て
東

京
へ
帰
っ
た
中
学
生
た
ち
は
、
焼
け
跡
に
集
ま
っ
て「
学
校
通
信
」を
発

行
し
、
文
集
も
作
っ
て
い
た
。
戦
後
の
物
資
不
足
の
な
か
、
紙
や
謄
写

版
イ
ン
ク
等
も
乏
し
く
、
大
変
だ
っ
た
ろ
う
に
。

都
立
光
明
特
別
支
援
学
校
は
、一
九
三
二（
昭
和
七
）年
に
日
本
で
初
め

て
開
設
し
た
肢
体
不
自
由
児
学
校
で
あ
る
。
戦
争
が
激
し
く
な
り
、
国

は
将
来
の
兵
士
育
成
を
考
え
、
一
九
四
四
年
、
国
民
学
校
（
現
小
学
校
）

三
年
～
六
年
生
の
学
童
疎
開
を
決
定
し
、
都
会
の
学
校
に
は
急
い
で
学

童
疎
開
を
さ
せ
た
が
、
光
明
学
校
ま
で
は
手
が
回
ら
な
い
と
突
っ
撥
ね

た
。
光
明
学
校
で
は
校
庭
に
防
空
壕
を
掘
り
、
校
内
宿
泊
さ
せ
て
児
童

を
守
り
な
が
ら
、
自
力
で
必
死
に
疎
開
先
探
し
に
奔
走
。
そ
し
て
一
九

四
五
年
五
月
に
や
っ
と
、
学
童
五
九
名
と
教
職
員
た
ち
は
、
長
野
県
の

上
山
田
ホ
テ
ル
に
疎
開
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
直
後
、
東
京

の
光
明
学
校
は
空
襲
に
遭
い
、
大
半
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
三

カ
月
後
、
日
本
は
戦
争
に
敗
け
た
。

翌
年
の
三
月
、
学
童
疎
開
は
解
消
さ
れ
た
が
、
光
明
学
校
の
児
童
た

ち
は
帰
る
学
校
が
な
い
の
だ
。
敗
戦
後
も
四
年
間
、
上
山
田
で
疎
開
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

日
本
で
一
番
遅
く
学
童
疎
開
を
し
、
一
番
長
期
間
疎
開
生
活
を
し
た

肢
体
不
自
由
児
た
ち
の
、
戦
争
末
期
か
ら
戦
後
へ
か
け
て
の
こ
の
体
験

記
録
は
、
日
本
の
歴
史
の
真
実
を
語
る
貴
重
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と

信
じ
て
や
ま
な
い
。�

（
き
く
ち
・
す
み
こ
）

遠
い
過
去
か
ら
ず
し
り
と
し
た
「
こ
と
づ
け
」
が
届
い
た
。

七
〇
年
も
八
〇
年
も
沈
黙
し
な
が
ら
よ
く
ぞ
辿
り
着
い

た
も
の
だ
。「
こ
と
づ
け
」
が
放
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
古
く
さ
さ
を

感
じ
さ
せ
な
い
。
む
し
ろ
、
今
だ
か
ら
こ
そ
心
に
染
み
る
。
崩
れ

か
け
た
わ
ら
半
紙
に
し
た
た
め
ら
れ
た
文
字
は
、
も
は
や
文
字
の

域
を
超
え
て
い
る
。
こ
れ
を
言
霊
と
呼
ば
ず
し
て
何
と
言
う
の
だ

ろ
う
。

そ
ん
な
言
霊
の
詰
ま
っ
た
、
戦
争
と
障
害
者
の
生
活
を
重
ね
た

「
証
言
集
」が
蘇
っ
た
。
過
酷
な
環
境
の
中
で
必
死
に
記
録
を
綴
っ

て
く
れ
た
教
師
た
ち
、「
ご
く
つ
ぶ
し
」呼
ば
わ
り
時
代
の
胸
中
を

書
き
遺
し
て
く
れ
た
障
害
当
事
者
た
ち
、
戦
中
・
戦
後
の
混
乱
期

か
ら
現
在
ま
で
資
料
原
本
を
守
り
続
け
て
く
れ
た
人
た
ち
、
復
刻

の
書
に
こ
ぎ
着
け
て
く
れ
た
関
係
者
…
…
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
間

に
必
然
性
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。

偶
然
も
重
な
っ
て
の
見
事
な
ま
で
の
群
像
合
作
と
い
う
他
な

い
。
一
つ
共
通
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は「
残
す
」へ
の
こ
だ

わ
り
で
あ
ろ
う
。「
残
す
」
の
営
み
は
、
今
、「
未
来
へ
の
回
想
」
と

し
て
新
た
な
価
値
を
発
揮
し
て
く
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
人
で

も
多
く
の
人
に
触
れ
て
ほ
し
い
。
と
く
に
、
戦
争
と
障
害
の
あ
る

人
の
関
係
を
知
り
た
い
人
、
そ
し
て
歴
史
か
ら
平
和
を
学
び
た
い

人
に
。
耳
を
澄
ま
す
と
聴
こ
え
て
き
そ
う
だ
。
疎
開
地
か
ら
の
障

害
児
童
と
教
師
の
声
が
。�

（
ふ
じ
い
・
か
つ
の
り
）

史
料
か
ら
浮
か
ん
で
く
る

肢
体
不
自
由
児
た
ち
の
戦
時
・
戦
後

大
門
正
克（
横
浜
国
立
大
学
教
授
）

「
障
害
あ
る
子
ど
も
と
戦
争
」の

歴
史
を
刻
む
た
め
に

菊
地
澄
子（
児
童
文
学
作
家
）

障
害
児
と
教
師
の

戦
時
下
か
ら
の
こ
と
づ
け

藤
井
克
徳（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
障
害
者
協
議
会
代
表
）

日本聾話学校の学童が疎開していた蚕室（写真は戦後のもの）。写真はこの1点を除いてすべて光明学校の疎開の様子



◆
第
１
巻

誌
名
●
号（
報
・
№
）●
誌
名
●
号（ 

報
・
№ 

）●
発
行
年
月（
推
定
し
た
も
の
は
＊
）

《
光
明
学
校
Ⅰ
》

光
明
通
信
●
一
九
四
四
・
九
＊

仰
光
通
信
●
一
九
四
四
・
一
二

仰
光
通
信
●
一
九
四
五
・
二

学
寮
通
信
●
第
一
号
●
一
九
四
五
・
九

学
寮
通
信
●
第
二
号
●
仰
光
通
信
●
第
一
報
●
一
九
四
五
・
一
〇

学
寮
通
信
●
第
三
号
●
仰
光
通
信
●
№
2
●
一
九
四
五
・
一
一

学
寮
通
信
●
第
四
号
●
仰
光
通
信
●
第
三
号
●
一
九
四
五
・
一
二

学
寮
通
信
●
№
5
●
仰
光
通
信
●
一
九
四
六
・
一

学
寮
通
信
●
臨
時
増
刊
●
仰
光
通
信
●
2
月
特
別
号
●
一
九
四
六
・
二

学
寮
通
信
●
第
六
号
●
仰
光
通
信
●
№
5
●
一
九
四
六
・
二

学
寮
通
信
●
特
別
号
●
一
九
四
六
・
三

学
寮
通
信
●
第
7
号
●
仰
光
通
信
●
第
6
号
●
一
九
四
六
・
三

学
寮
通
信
●
第
八
号
●
仰
光
通
信
●
第
七
号
●
一
九
四
六
・
四

G
AK
U
RYO
 N
EW
S 

●
№
9
●
仰
光
通
信
●
第
八
号
●
一
九
四
六
・
四

仰
光
通
信
●
第
九
号
●
一
九
四
六
・
五

学
寮
通
信
●
第
十
号
●
一
九
四
六
・
五

学
寮
通
信
●
№
11
●
仰
光
通
信
●
第
十
号
●
一
九
四
六
・
六

学
寮
通
信
●
第
12
号
●
仰
光
通
信
●
第
11
号
●
一
九
四
六
・
七

仰
光
通
信
●
第
12
号
・
未
見

学
寮
通
信
●
第
13
号
・
未
見

学
寮
通
信
●
第
14
号
●
仰
光
通
信
●
№
13
●
一
九
四
六
・
九

学
寮
通
信
●
第
15
号
●
一
九
四
六
・
一
〇

仰
光
通
信
●
№
14
●
一
九
四
六
・
一
〇

仰
光
通
信
●
第
15
号
●
一
九
四
六
・
一
一

学
寮
通
信
●
第
16
号
●
一
九
四
六
・
一
一

仰
光
通
信
●
第
16
号
●
一
九
四
六
・
一
二

学
寮
通
信
●
第
17
号
●
一
九
四
六
・
一
二

学
寮
通
信
●
第
18
号
●
一
九
四
七
・
一

仰
光
通
信
●
第
17
号
●
一
九
四
七
・
一

学
寮
通
信
●
第
19
号
●
一
九
四
七
・
二

G
YO
K
O
 TU
SIN

●
№
18
●
一
九
四
七
・
二

学
寮
通
信
●
№
20
●
仰
光
通
信
●
第
19
号
●
一
九
四
七
・
三

学
寮
通
信
●
第
21
号
●
仰
光
通
信
●
第
20
号
●
一
九
四
七
・
四

◆
第
２
巻

《
光
明
学
校
Ⅱ
》

肢
体
不
自
由
児
の
学
校
と
教
育
●
№
1
・
未
見

肢
体
不
自
由
児
の
学
校
と
教
育
●
№
2
●
一
九
四
九
・
三

肢
体
不
自
由
児
の
学
校
と
教
育
●
№
3
●
一
九
四
九
・
四

肢
体
不
自
由
児
の
学
校
と
教
育
●
№
4
●
一
九
四
九
・
八

肢
体
不
自
由
児
の
学
校
と
教
育
●
№
5
・
未
見

肢
体
不
自
由
児
の
学
校
と
教
育
●
№
6
●
一
九
五
〇
・
二

肢
体
不
自
由
児
の
学
校
と
教
育
●
№
7
●
一
九
五
〇
・
五

肢
体
不
自
由
児
の
学
校
と
教
育
●
№
8
・
未
見

肢
体
不
自
由
児
の
学
校
と
教
育
●
№
9
●
一
九
五
一
・
七

肢
体
不
自
由
児
の
学
校
と
教
育
●
№
10
●
一
九
五
二
・
一

東
京
市
立
光
明
学
校
概
覧
●
一
九
三
四
・
四

東
京
市
立
光
明
学
校
学
則
●
一
九
三
六
・
四

新
築
落
成
記
念
誌
●
一
九
四
一
・
一
一

創
立
十
周
年
記
念
誌
●
一
九
四
二
・
一
一

東
京
市
光
明
国
民
学
校
現
況
●
一
九
四
三
・
五

光
明
国
民
学
校
概
覧
●
一
九
四
四
・
四

光
明
国
民
学
校
学
童
疎
開
ニ
関
ス
ル
件
●
教
育
局
長
●
一
九
四
四
・
五

戦
時
疎
開
学
園
調︵
一
九
、七
、一
四
︶●
国
民
教
育
課
●
一
九
四
四
・
七

秘
疎
開
学
園
調︵
一
九
、七
、一
八
現
在
︶●
教
育
第
一
課
学
事
係
●
一
九
四
四
・
七

旧
戦
時
疎
開
学
園
収
容
児
童
ノ
疎
開
先
ニ
於
ケ
ル
教
育
及
主

要
食
糧
等
ノ
生
活
物
資
配
給
方
ニ
関
ス
ル
件
●
一
九
四
四
・
九

答
辞
●
一
九
四
五
・
三

送
辞
●
一
九
四
五
・
三

昭
和
廿
年
度 

卒
業
記
念
誌
●
一
九
四
六
・
三

答
辞
●
一
九
四
六
・
三

事
務
引
継
ニ
関
ス
ル
件
●
東
京
都
世
田
谷
区
長
／
東
京
都
長
野
出
張
所
長 

●
一
九
四
六
・
三

本
校
の
卒
業
生
●
一
九
四
六
・
六

卒
業
生
諸
君
へ
●
一
九
四
七
・
一
〇

ク
ラ
ル
テ
●
第
1
号
●
一
九
四
八
・
一

︹
臨
時
会
計
︺●
一
九
四
八
・
二

仰
光
会
員
状
況
調
査
表
昭
和
23
年
春
●
一
九
四
八
・
五

趣
意
書
第
１
回
仰
光
の
集
い
●
一
九
四
八
・
七

学
び
の
幾
歳
卒
業
記
念
号
●
一
九
四
九
・
三

仰
光
通
信
●
第マ

20
号マ

︹
２
・
３
頁
欠
︺●
一
九
四
七
・
五

学
寮
通
信
●
第
22
号
●
一
九
四
七
・
六

仰
光
通
信
●
第
21
号
●
一
九
四
七
・
六

仰
光
通
信
●
第
22
号
●
一
九
四
七
・
八

学
寮
通
信
●
第
23
号
●
一
九
四
七
・
八

仰
光
通
信
●
第
23
号
●
一
九
四
七
・
一
〇

学
寮
通
信
●
№
24
●
一
九
四
七
・
一
〇

仰
光
通
信
●
第
24
号
・
未
見

学
寮
通
信
●
第
25
号
・
未
見

仰
光
通
信
●
第
25
号
●
一
九
四
七
・
一
二

学
寮
通
信
●
№
26
●
一
九
四
七
・
一
二

仰
光
通
信
●
第
26
号
●
一
九
四
八
・
一

学
寮
通
信
●
№
27
●
一
九
四
八
・
一

仰
光
通
信
●
第
27
号
●
一
九
四
八
・
三

学
寮
通
信
●
№
28
●
一
九
四
八
・
三

学
寮
通
信
●
№
29
●
一
九
四
八
・
四

仰
光
通
信
●
第
28
号
●
一
九
四
八
・
四

仰
光
通
信
●
第
28
号︵
４
・
５
月
合
併
︶ 

●
一
九
四
八
・
五

学
寮
通
信
●
№
30
●
一
九
四
八
・
六

Sum
m
er

●
一
九
四
八
・
七
＊

仰
光
通
信
●
第
二
十
九
号
●
一
九
四
八
・
七

仰
光
通
信
●
第
30
号
●
一
九
四
八
・
八

学
寮
通
信
●
№
31
●
一
九
四
八
・
八

学
寮
通
信
●
№
32
●
一
九
四
八
・
九

仰
光
通
信
●
第
31
号
●
一
九
四
八
・
一
〇

ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
●
一
九
四
八
・
一
〇
＊

学
寮
通
信
●
№
33
●
一
九
四
八
・
一
一

仰
光
通
信
●
第
32
号
●
一
九
四
八
・
一
二

学
寮
通
信
●
№
34
●
一
九
四
八
・
一
二

学
寮
通
信
●
№
35
●
一
九
四
九
・
一

学
寮
通
信
●
№
36
●
一
九
四
九
・
二

仰
光
通
信
●
第
33
号
●
一
九
四
九
・
二

学
寮
通
信
●
№
37
●
一
九
四
九
・
三

学
寮
通
信
●
№
38︵
臨
時
号
︶●
一
九
四
九
・
三

仰
光
通
信
●
第
34
号
●
一
九
四
九
・
三

仰
光
通
信
●
第
35
号
●
一
九
四
九
・
四

東
京
都
立
光
明
小
、
中
学
校
学
童
合
宿
教
育
所
用
寮
舎
賃
貸

借
契
約
更
新
に
つ
い
て
●
一
九
四
九
・
四

仰
光
会
規
約
●
一
九
四
九
・
七

寮
舎
新
築
記
念
誌
●
一
九
四
九
・
一
〇

光
明
学
校
創
立
二
十
周
年
仰
光
通
信
第
五
十
号
記
念
誌
●
一
九
五
二
・
一
一

玩
具
治
療
に
就
い
て
●
一
九
五
八

都
立
光
明
養
護
学
校
同
窓
会
仰
光
会
案
内
一
九
六
八
・
一
二

◆
第
３
巻

《
日
誌
・
報
告
・
通
信
ほ
か
》

︹﹁
病
院
宛
児
童
紹
介
﹂の
願
い
︺●
日
本
聾
話
学
校
●
一
九
四
〇
・
四

記
録
疎
開
学
園
特
別
行
事︵
望
月
管
理
記
録
︶●
祝
祭
日
委
員
●
一
九
四
一
・
一
〜

お
し
ら
せ
六
つ︹
警
報
発
令
の
時
ほ
か
︺●
日
本
聾
話
学
校
●
一
九
四
二
・
四

六
月
中
間
教
師
会︹
防
空
資
料
点
検
ほ
か
︺●︹
日
本
聾
話
学
校
教
師

会
︺●
一
九
四
二
・
六

学
園
日
誌
●︹
日
本
聾
話
学
校
教
師
会
︺●
一
九
四
二
・
七

空
襲
時
に
備
へ
て
お
米
の
こ
と
●
日
本
聾
話
学
校
●
一
九
四
二
・
九
＊

十
二
月
八
日
●
日
本
聾
話
学
校
●
一
九
四
二
・
一
二

お
し
ら
せ
空
襲
の
時
の
注
意
●
日
本
聾
話
学
校
●
一
九
四
三
・
二

三
月
の
鍛
錬
行
軍
●
日
本
聾
話
学
校
●
一
九
四
三
・
三

鍛
錬
行
事
の
疲
労
状
態
調
査
●︹
日
本
聾
話
学
校
教
師
会
︺●
一
九
四
三
・
三

昭
和
十
八
年
度
生
徒
の
勤
労
作
業
●︹
日
本
聾
話
学
校
教
師
会
︺ 

●
一
九
四
三
・
三
＊

︹
海
軍
へ
献
金
ほ
か
︺●
日
本
聾
話
学
校
●
一
九
四
三
・
六

警
報
発
令
か
ら
解
除
ま
で
●
日
本
聾
話
学
校
特
設
防
護
団
●
一
九
四
三
＊

学
童
用
配
給
の
お
知
ら
せ
●︹
日
本
聾
話
学
校
教
師
会
︺●
一
九
四
三
＊

急
告︹
授
業
終
了
︺●
日
本
聾
話
学
校
●
一
九
四
四
・
三

お
し
ら
せ︹
給
食
の
こ
と
ほ
か
︺●
日
本
聾
話
学
校
●
一
九
四
四
・
四

警
報
発
令
中
の
生
徒
心
得
●
日
本
聾
話
学
校
●
一
九
四
四
・
七

︹
理
髪
の
計
画
︺●
日
本
聾
話
学
校
●
一
九
四
四
・
九
＊

お
知
ら
せ︹
さ
つ
ま
い
も
頒
布
ほ
か
︺●
日
本
聾
話
学
校
●
一
九
四
四
・
一
〇

警
戒
警
報
解
除
と
登
校
●
日
本
聾
話
学
校
●
一
九
四
四
・
一
一

お
し
ら
せ︹
防
空
服
装
︺●
日
本
聾
話
学
校
●
一
九
四
四
・
一
一

お
し
ら
せ︹
降
誕
節
︺●
日
本
聾
話
学
校
●
一
九
四
四
・
一
二

学
生
服︵
冬
服
︶配
給
に
就
て
●
日
本
聾
話
学
校
●
一
九
四
四
＊

至
急
お
願
ひ︹
防
空
用
か
ぶ
り
も
の
︺●︹
日
本
聾
話
学
校
教
師
会
︺ 

●
一
九
四
四
＊

集
団
疎
開
の
お
し
ら
せ
●
日
本
聾
話
学
校
●
一
九
四
五
・
四

学
寮
通
信
●
№
39
●
一
九
四
九
・
四

仰
光
通
信
●
第
36
号
●
一
九
四
九
・
五

仰
光
通
信
●
第
三
十
七
号
●
一
九
四
九
・
六
＊

仰
光
通
信
●
第
38
号
●
一
九
四
九
・
八
＊

仰
光
通
信
●
第
39
号
●
一
九
四
九
・
九
＊

仰
光
通
信
●
第
40
号
・
未
見

仰
光
通
信
●
第
41
号
●
一
九
五
〇
・
一

仰
光
通
信
●
第
42
号
●
一
九
五
〇
・
三

仰
光
通
信
●
第
43
号
～
第
44
号
・
未
見

仰
光
通
信
●
第
45
号
●
一
九
五
〇
・
九
＊

仰
光
通
信
●
第
46
号
・
未
見

仰
光
通
信
●
第
47
号
● 

一
九
五
一
・
三
＊

仰
光
通
信
●
第
48
号︹
１
・
２
・
７
・
８
頁
欠
︺ 

●
一
九
五
一
・
九
＊

仰
光
通
信
●
第
49
号
●
一
九
五
二
・
五
＊

仰
光
通
信
●
一
九
五
三
・
二
＊

仰
光
通
信
●
一
九
五
三
・
四
＊

学
校
新
聞
●
№
1
・
未
見

学
校
新
聞
●
№
2
●
一
九
四
八
・
四

学
校
新
聞
●
№
3
●
一
九
四
八
・
五

学
校
新
聞
●
№
4
●
一
九
四
八
・
七

学
校
新
聞
●
№
5
●
一
九
四
八
・
七

学
校
新
聞
●
№
6
●
一
九
四
八
・
九

学
校
新
聞
●
№
7
●
一
九
四
八
・
一
〇

学
校
新
聞
●
№
8
●
一
九
四
八
・
一
一

学
校
新
聞
●
№
9
●
一
九
四
八
・
一
二

学
校
新
聞
●
№
10
●
一
九
四
九
・
二

学
校
新
聞
●
№
11
・
未
見

学
校
新
聞
●
№
12
●
一
九
四
九
・
三

ク
ラ
ス
の
友
●
7
●
一
九
四
八
・
六

ク
ラ
ス
の
友
●
8
●
一
九
四
八
・
七

ク
ラ
ス
の
友
●
9
●
一
九
四
八
・
一
〇

ク
ラ
ス
の
友
●
12
月
号
●
一
九
四
八
・
一
二

ク
ラ
ス
の
友
●
1
月
号
・
№
12
●
一
九
四
九
・
二

ク
ラ
ス
の
友
●
2
月
号
・
№
13
●
一
九
四
九
・
三

ク
ラ
ス
の
友
●
3
月
号
・
№
14
●
一
九
四
九
・
三

建
物
及
土
地
賃
貸
借
契
約
証
●
日
本
聾
話
学
校
●
一
九
四
五
・
五
＊

学
園
日
誌
●︹
日
本
聾
話
学
校
教
師
会
︺●
一
九
四
五
・
五
＊
〜

︹
日
誌
︺●︹
日
本
聾
話
学
校
教
師
会
︺●
一
九
四
五
・
五
＊
〜

︹
学
園
第
一
報
無
断
外
出
ほ
か
︺●︹
日
本
聾
話
学
校
教
師
会
︺●
一
九
四
五
・
六
＊

補
助
申
請
書
●
日
本
聾
話
学
校
●
一
九
四
五
・
六

返
納
書
ほ
か
●
上
北
沢
盲
啞
学
校
●
一
九
四
五
・
一
〇

疎
開
学
園
よ
り
●
日
本
聾
話
学
校
疎
開
学
園
●
一
九
四
五
・
一
〇

大
塚
修
練
当
番
日
誌
●
東
京
盲
学
校
●
一
九
四
三
・
五
〜
七

報
国
会
鍛
錬
部
剛
健
旅
行
班
実
施
案
●
東
京
盲
学
校
報
国
会
●
一
九
四
三
・
六

教
務
日
誌
●
東
京
盲
学
校
●
一
九
四
三
・
八

修
練
当
番
日
誌
●
東
京
盲
学
校
●
一
九
四
三
・
九
〜
一
〇

︹
全
関
東
盲
学
校
鍛
錬
大
会
無
期
延
期
の
提
案
︺●
全
関
東
盲
学
校

鍛
錬
大
会
準
備
委
員
会
総
務
●
一
九
四
三
・
九

修
練
当
番
日
誌
●
東
京
盲
学
校
●
一
九
四
四
・
一
〜
四

︹
教
務
日
誌
︺●
東
京
盲
学
校
●
一
九
四
四
・
九
〜
四
五
・
二

週
番
日
誌
●
東
京
盲
学
校
第
二
分
校
●
一
九
四
四
・
一
〇
〜
四
五
・
三

︹
光
明
学
校
日
誌︵
東
京
︶︺●
一
九
四
七
・
五
〜

《
回
想･

研
究
Ⅰ
》

疎
開
生
活
の
回
想
●
東
京
大
学
附
属
ろ
う
学
校
●
一
九
七
二
・
九

『
も
う
ひ
と
つ
の
太
平
洋
戦
争
﹄
よ
り
●
障
害
者
の
太
平
洋
戦
争
を
記

録
す
る
会
●
一
九
八
一
・
七

◆
第
４
巻

《
回
想･

研
究
Ⅱ
》

『
障
害
者
と
戦
争
﹄生
活
体
験
記
録
集
●
日
本
教
職
員
組
合 

●
一
九
八
二
・
四

信
濃
路
は
る
か
●︹
都
立
光
明
国
民
学
校
︺●
一
九
九
三
・
三

﹁
き
ず
な
﹂よ
り
●
官
立
盲
学
校
●
二
〇
〇
一
・
三

黒
部
は
永
久
に
●︹
官
立
東
京
盲
学
校
宇
奈
月
分
校
︺●
二
〇
〇
二
・
二

滋
野
の
里
●
日
本
聾
話
学
校
●
二
〇
〇
五
・
一
一

東
京
の
障
害
児
学
校
の
学
童
疎
開
パ
ネ
ル
解
説
●
二
〇
〇
八
・一一

﹁
戦
争
と
わ
た
し
﹂
を
語
る
会
と
戦
中
・
戦
後
の
体
験
記
録︵
復

刻
版
︶●
二
〇
〇
九
・
八

東
京
の
障
害
児
学
校
の
学
童
疎
開
第
二
集 

証
言
●
二
〇
〇
九
・
一
一

東
京
の
障
害
児
学
校
の
学
童
疎
開
第
三
集 

図
集
●
二
〇
一
〇
・
一
一

戦
後
65
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
疎
開
の
中
に
あ
っ
た
差
別
を
見
つ
め
る 

●
二
〇
一
三
・
三

収録資料

光明学校「学寮通信」臨時増刊　1946年2月
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第
２
巻
─
光
明
学
校
Ⅱ（
巻
末
に
機
関
誌
類
の
総
目
次
）

第
１
巻
─
光
明
学
校
Ⅰ（
巻
頭
に
序
文
＝
逸
見
勝
亮
、解
説
＝
松
本
昌
介
）

２
０
１
７
年
５
月
刊
　
本
体
４
０
、０
０
０
円
＋
税
　IS

B
N

978-4-86617-028-2

第1回配本
第
４
巻
─
回
想
・
研
究
Ⅱ

第
３
巻
─
日
誌
・
報
告
・
通
信
ほ
か
／
回
想
・
研
究
Ⅰ（
巻
頭
に
解
説
＝
飯
塚
希
世
）

２
０
１
７
年
11
月
刊
　
本
体
４
０
、０
０
０
円
＋
税
　IS

B
N

978-4-86617-031-2

第2回配本 ◉
編
│
│
│
│
│
松
本
昌
介（
元
都
立
肢
体
不
自
由
養
護
学
校
教
員
）

飯
塚
希
世（
大
学
図
書
館
勤
務
）

竹
下
忠
彦（
都
立
特
別
支
援
学
校
教
員
）

中
村
尚
子（
立
正
大
学
准
教
授
）

細
渕
富
夫（
埼
玉
大
学
教
授
）

◉
解
説
│
│
│
│
松
本
昌
介（
第
１
巻
所
収
）・
飯
塚
希
世（
第
３
巻
所
収
）

◉
体
裁
│
│
│
│
Ｂ
５
判
／
上
製
／
総
約
１
、６
０
０
ペ
ー
ジ

◉
揃
定
価
│
│
│
８
万
円
＋
税〈
全
２
回
配
本
〉

◉
序
文
│
│
│
│
逸
見
勝
亮（
第
１
巻
巻
頭
所
収
）

◉
推
薦
│
│
│
│
大
門
正
克（
横
浜
国
立
大
学
教
授
）

菊
地
澄
子（
児
童
文
学
作
家
）

藤
井
克
徳（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
障
害
者
協
議
会
代
表
）

◉
刊
行
概
要

障
害
児
学
童
疎
開

資
料
集

資
料
集

障
害
児
学
童
疎
開

資
料
集

［編集復刻版］

全4巻


